
 

2021AUTOBACS SUPER GT 

ROUND 2 富士スピードウェイ 

開催地：富士スピードウェイ（静岡県）／4.563km 

 

5 月 3 日（予選）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：無発表 

5 月 4 日（決勝）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：無発表 

 

 

 

 

 

 

 



 

久々の 500km レースではペースも良好！ 

入賞の期待も 2 度のトラブルに見舞われて…… 

 

今年もスーパーGT に、apr は TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV（ZVW52）の２台体制で挑み、「#31 

TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」を3 年目のコンビとなる、嵯峨宏紀選手と中山友貴選手に託

す。タイヤは信頼のブリヂストンを使用する。 

富士スピードウェイが舞台のシリーズ第2 戦「FUJI GT 500km RACE」は、ゴールデンウィーク真っ

只中ということもあり、例年ならば大観衆が詰め寄せるのだが、昨今の社会状況を顧みて入場制限も

あるせいか、活気を呈するまでには至らないはず。 

とはいえ、こうしてレースが無事開催されることに感謝したい。 

 

前戦の岡山国際サーキットにおいて「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」は10 番手からス

タートを切り、中山選手〜嵯峨選手の順でコンスタントに周回を重ねて、さらにピット戦術の妙もあ

って7 番手にまで浮上。しかし、入賞確実と思われたラスト7 周で後続車両に追突されてコースアウ

ト、復帰は果たせたものの、完走を果たすだけの一戦となってしまった。だが、予選も含め、マシン

の明らかな進化は確認された。幸か不幸か、サクセスウエイトを積まずに済む、今回は巻き返しをは

かるに格好のレースになるはずだ！ 

 

 



 

公式練習 5 月 3 日（月・祝）9:05〜10:40 

 

前回に続いてレースウィークは天気に恵まれそうだ。 

公式練習開始時の富士は、上空に青空が広がり、気温は15 度、路面温度は25 度。まさに想定どおり

のコンディションとなっていた。 

最初に「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」に乗り込んだのは中山選手。早い段階から1 分

37 秒 814 を記録し、滑り出しは順調かと思われた。しかし、その後のトライ＆エラーがなかなか実

らず、タイムは伸びを欠き、折り返しの頃に再び1 分37 秒台に乗せるに甘んじていた。 

 約1 時間を経過したあたりで、嵯峨選手の番に。やはり1 分38 秒台の周回が続く中、終盤のGT300

クラス専有走行では1 分38 秒283 をマーク。総合での順位は想定外の20 番手となった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

公式予選 Q１ 5 月 3 日（月・祝）14:30〜14:40 

 

 

２グループに分けられるQ1 に、「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」はA グループでの走

行となり、このセッションを担当したのは中山選手だった。気温は16 度、路面温度は28 度と、公式

練習から大きな変化はなし。計測３周目からアタックを開始した中山選手は、1 分 36 秒427 をマー

クし、予選に向けて変更したセットがピタリとはまったのは間違いない。さらにもう１周アタックす

るも、これは1 分36 秒474 でタイムアップならず。 

それでも5 番手につけて、難なくQ1 突破に成功。嵯峨選手にバトンを託すこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

公式予選 Q2  5 月 3 日（月・祝）15:23〜15:33 

 

 

続いて Q2 には嵯峨選手が臨み、温度は Q1 とほとんど変わらなかったことから、中山選手同様、３

周目からのアタックを予定していたが、クリアラップがうまく取れなかったこと、またウィングのセ

ット変更が裏目に出て、ドライビングの合わせこみに時間がかかってしまったことから、実質４周目

からのアタックとなった。 

 しっかり修正すべき点は修正して攻め込んだ嵯峨選手は、1 分36 秒 620 をマーク。ラストアタッ

クは 1 分 37 秒 144 に甘んじたものの、10 番手を獲得。決勝には５列目から、「#31 TOYOTA GR 

SPORT PRIUS PHV apr GT」はスタートを切ることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

嵯峨宏紀選手 

予選中、前に詰まったのもありましたし、Q1 からQ2 にかけてウイングを調整してみたんですが、意

外と曲がらなくなってしまい、ドライビングを合わせ込むのに時間がかかってしまいました。 

点数で言えば50 点ぐらい、失敗したな、という感じでした。 

公式練習でタイムが出ていなかったのは事実で、それを踏まえてアジャストしてきたんですが、Q1 に

向けては良かったけれども、ウイングに手をつけたのは余計だったかもしれません。 

明日のレースは、10 番手からスタートです。 

長いレースですし、十分戦えるはずなので、コツコツ行きたいと思います！！ 

 

中山友貴選手 

予選に向けて大きく変えたというか、公式練習で試して良かった部分を組み合わせて、予選に挑みま

した。 

昨年と比較してリストリクターサイズが、BOP で小さくなり、パワーダウンしているで、富士との相

性は悪いのも事実ですが、僕としては思いっきり走れたので、良かったです。 

クルマ的にまだ足りない部分は多いですが全体的なフィーリングは良かったし、長いレースなので、

明日の決勝では頑張りたいです！！ 

 

金曽裕人監督 

Q2 でセットアップを欲張ったというのもあるのですが、ちょっとバランス悪くて、僕もやり過ぎた

と思っています。 

クルマは最高速に頼れない BOP なのでコーナーリングスピードを上げることに専念してますが、ま

だまだブリヂストンタイヤのパフォーマンスを使い切るには至っていません。 

それでいろいろ試している中で、Q2 でレスダウンフォースをトライし最高速を少しでも延ばすトラ

イをしたが、うまくいかず。 

ストレートも誤差範囲でしか伸びず…… 

欲を出し過ぎてしまいました。 

毎年レギュレーションが変わるので、JAF-GT300 はレースごとテストに近いことをするしかない、

という流れですね。 

まぁ、順位的には想定範囲でしたから、悲観的では全然ありませんよ。 

明日の決勝レースにご期待ください！！ 

 

 

 



 

決勝レース（110 周） 5 月 4 日（火・祝）14:30〜 

 

 

 

決勝の前に行われる 20 分間のウォームアップは、今回もスタートを担当する中山選手から走り始め

た。1 分38 秒829 をマークした後、交代した嵯峨選手も1 分38 秒946 を記録。決勝想定のタイム

を、しっかりと刻んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

スタート直前の気温は21 度、路面温度は35 度と、この時期としてはやや高めながら、想定どおり。

２周目のフォーメイションラップの後、切られたスタートでは「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 

apr GT」の中山選手は、しっかりポジションをキープ。２周目に発生したアクシデントにより、セー

フティカーが導入されるが、６周目のリスタートにおいて順位変動はなし。直後に8 番手を走行して

いた車両が早々にピットインしたこともあり、ひとつ順位を上げることとなる。 

15 周目にも１台がピットに入るが、「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」の動きも早かった。

17 周目には嵯峨選手と交代、その際タイヤは無交換。同じ頃にピットに入った車両より前に出てい

たから、作戦としてはまず成功となり計算上7 番手に浮上。その後、ライバルのピットストップのた

び、嵯峨選手は順位を上げていき、35 周目には計算上5 番手に。 

まだ序盤とはいえ、作戦も良く、ブリヂストンタイヤのパフォーマンスも高く上位を狙える順位でコ

ンスタントに走行。 

 

 

 

 

 



 

しかし、それから２周後の37 周目、「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」が突如スローダウ

ン！ 足回りにトラブルを抱えたのが原因だ。何とかピットにたどり着くことができ、修復が行われ

るが、勝負権は完全に消失。復帰した時にはトップから12 周もの遅れを取っていた。 

 復帰後の中山選手は、それでも完走目指して粘りの走りを見せていたものの 73 周目、ゴールまで

あと 30 分というタイミングでミッショントラブルに見舞われ、コカコーラコーナー手前でマシンを

止めざるを得ず。それでもギリギリ完走扱いの 28 位となり、チームランキングの貴重な１ポイント

を獲得することとなった。５月29〜30 日に鈴鹿サーキットで開催されるシリーズ第3 戦での逆襲を

期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

嵯峨宏紀選手 

 
トラブルが出てしまって、残念無念としか言いようがないです。 

僕のスティントはタイヤ無交換で、ロスを最小限にして、しばらく走って落ち着いた時にはBRZ の真

後ろに居たので、実質4 番手か5 番手にいたはずなのですが、その矢先にトラブルが起きてしまって

万事休すという状況になってしまいました。 

それにしても、過去に事例のない珍しいトラブルでした。 

次の鈴鹿は、僕自身も得意ですし、中山選手も得意ですし、昨年ポールを獲ったサーキットなので  

そろそろ流れを引き戻しますので、ご声援宜しくお願いいたします！！ 

 

中山友貴選手 

 
最初のスティントは何の問題もなく、嵯峨選手につなぐことができました。 

でも、その後に足回りのトラブルが出て、復帰した後のスティントでもシフト系のトラブルが発生し

てしまって……。 

ドライバー側ではコントロールできるものではなくて、残念です。何とか上位ポイントは獲りたいレ

ースだったので、非常にもったいない、悔しいレースになってしまいました。 

ポイントが獲れるレースを、もうふたつも獲れずに終えているので、次の鈴鹿では何としても大量の

ポイントを獲りたいと思います！！ 

 



 

金曽裕人監督 

 
あのまま何事も起こらず行っていたら、普通に 4 位か 5 位ぐらいは獲れるレースだと思っていまし

た。ところが、今まで初めてのサスペンショントラブルが出てしまいまいした。 

完走ポイントは獲ろう、データも欲しいからと、修理して復帰させたら、今度はシフト系が不調にな

って、皆様に迷惑もかけるので止めました。 

完走ポイントの周まで行けたのは不幸中の幸いでした。 

正直、反省ばかりのダサいレースをお見せしてしまい申し訳ございません。部品管理も含め、見直さ

なければいけないところが結果に繋がった感じです。我々チームの強さはここからです。 

このままでは終わりません、次の鈴鹿を期待していてください。 

 

 


